










































ける姿勢を醸成すること specialist autonomy も必要と考えていました。
「夢中で我慢づよく、そして潔く」です。そして、本学部が “ 井の中の蛙大海をしらず ”
とならず、すくなくとも “ されど空の蒼さを知る ” となって、本学部が看護大学としてさ
らに発展することを切に望みます。
